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令和５年３月１９日 

令和４年度 大阪国際滝井高等学校 学校評価 実施報告 
大阪国際滝井高等学校 校長 松下寛伸 

Ⅰ．めざす学校像 

「全人教育」を基礎として、礼節を重んじ、世界に通じる心豊かな人間を育成する学校 

１．「凛とした美しい人づくり」を中核とした教育力で女子高として存在感の高い学校 

２．主体的に学ぶとともに能動的に行動できる人材を育成する学校 

３．女子のキャリア教育に注力し、関連の諸学校への進学に強い学校 

４．国際的な感性を磨き、コミュニケーション能力の豊かな人材を育成する学校 

５．人権を尊び、「いじめ」や「差別」などの人権侵害を許さない学校 

 

Ⅱ．中期的目標 

１．基礎学力の定着と生徒の習熟度に応じた学力向上対策 

（１）学習習慣の定着 

  「キャリア手帳」を活用し、生徒が客観的に自己を見つめ直し、できるだけ早期に進路目標を立て、それに向けて計画的な学習が進められるよう指導す

る。また、「スタディサプリ」や「ロイロノート」などを活用し、家庭学習習慣の定着につなげていく。 

   コロナ禍の下、校内はもちろん、リモートでの学習保障や更なる学習環境整備も重要な課題。昨年度、新入生の iPad 制定品化や wi-fi 全館整備など

でハード面が整ったことに加え、教員の経験値向上やノウハウ習得などソフト面もかなり整備された。今年度は新学習指導要領の始動、生徒への充実

した学習環境の提供に ICT を活用することが求められている中、より安定し利便性の高い ICT環境の構築を目指すとともに、それらを活用した効果

的な指導法を開発し実践していく。 

   昨年度より、予備校教師による放課後自習室管理(チューター制度)を導入。生徒からの質問対応や学習計画立案への助言を行い、学習意欲の喚起と

自習習慣の確立、また外部大学受験者層への学力向上支援につなげた。今年度は昨年度の実績を基により内容をブラッシュアップさせたい。 

（２）習熟度別授業と個別指導の徹底 

   英語、数学の2教科で習熟度別授業を実施し、生徒一人一人の学力に応じた指導を充実させることにより、理解度を高め、学習意欲の喚起と学力伸長

を図る。また、進路に応じた小論文指導や成績不振者に対する個別指導などよりきめ細かな指導のさらなる充実を図る。 

（３）探究型授業の普及 

  「総合的な探究の時間」には各学年ごとに「地域探究」や「企業探究」、「キャリア探究」など、テーマを決めて探究型授業を行っている。高校卒業までの３カ

年の学習指導計画を策定し、すべての教科において探究型の授業が実施できるよう授業研究を進める。その際には、大阪市博物館協会などの｢キャン

パスメンバーズ｣制度の利用や大学、企業、地域、社会教育機関などとも連携や交流をしながら、授業内容や指導方法を工夫する。 

   また、滝井での最終学年である 2 年生には、昨年に引き続き、通年での総合探究学習「ヒロインプログラム」を実施。今年度は「ボランティア・社会貢献」

がテーマ。 

 

２．進路実現に向けた組織的な進路指導の取組み 

（１）女子キャリア進学を見据えた受験指導の徹底 

   進路指導主任を中心として、特進コース文系、特進コース薬学系、看護進学コース、国際科の各主任が連携しながら、難関大学・学部への進学を希望す

る生徒に対する組織的な受験指導を徹底して行い、進学実績を伸ばす。 

   また、できるだけ早期から進路に対する意識を高めるため、それぞれの進路先に応じた職場体験実習や大学見学ツアーを実施する。 

   昨年度より実施している著名人や卒業生等による特別授業「ヒロインセミナー」は生徒たちの進路選択にも有用なもの。今年度も工夫をこらした企画を

行いたい。 

（２）併設大学への進学安定化のための高大連携プログラムの充実 

   大学・短大と取り組んできた高大連携授業については、新校への継続も展望し、大学・短大と協議の上、昨年度より一部見直し。アクティブラーニング型

や課題解決型授業を通じて、大学での学びの楽しさを知る機会としている。 

総合進学コース２年生を対象とした後期の大学連携授業にて、早期に併設大学の授業内容等を理解させることにより、３年次での垂直連携授業での

講座選択を円滑にするとともに、内部進学の際の適切な学部選択に役立てる。特に，幼児保育に関しては、短期大学部と幼稚園との三者による連携協

定を基に、短大とは、より一層専門的な学習や学生とのコラボしたイベントの開催、こども園とは幼児とのふれあいや保育士との懇談会などの行事を

通し、幼児保育コースの充実と短期大学部への進学率アップにつなげる。また、バレーボール部やラクロス部など、大学のクラブとの連携強化を図って

参りたい。 

 

３．グローバルマインド育成のための取組み強化 

（１）「小笠原流礼法」授業 

   人に対する思いやりの心と感謝の気持ちを育む教育を継続する。併せて、遅刻の防止、挨拶の励行、清掃活動の徹底などにより、「凛とした美しい人づ

くり」をより強化する。 

（２）異文化交流プログラムの取組み 

コロナ禍により、海外への渡航環境は依然不透明であるが、可能な限り、海外研修・留学の取組みは模索していく。修学旅行は、普通科がハワイ、国際

科がオーストラリア語学研修を 3 月に予定。また現環境下で、生徒たちが異文化体験や理解を深められるよう、海外のイベント・風習を取り入れた形で

の行事やオンラインでの取組みなどを企画していく。 

（３）部活動の取り組み 

学園並びに学校の部活動方針の策定に伴い、部活動の目的を再認識した上で、各部がより計画的で効率的な練習を立てて活動を行い、学習との両

立がうまく出来るような環境を整備する。 

また、新校にもつながるシンボリッククラブの位置付けとして設立したラクロス部は、今年度より新校との合同チームとして、本格的な活動をスタート

する。 

（４）地域貢献活動の推進 

例年行っている地元幼稚園、小・中学校や特別支援学校との連携、献血や交通安全など地域行事への参加、病院や福祉施設等への出前演奏などは、

現状まだまだ難しい環境ではあるが、地域清掃活動や環境保全などの活動は推進し、地域に根ざした学校としてのイメージを定着させる。 

 

４．将来ビジョンを踏まえた組織的な学校運営 

（１）経営計画に基づく教職員の意識改革 

新校設立に伴い、打ち出された基本戦略プラン「VISION100」の下、全教職員が本校の現状と課題を共通理解し、その課題解決に向けた改革に取

り組む。 

（２）配慮を要する生徒への指導の充実 

すべての生徒が「ともに学び、ともに育つ」教育を基本に、一人ひとりの状況に応じた配慮を行うため、特別支援委員会を中心に個別の教育支援計

画及び個別の指導計画の作成と活用を推進し、一人ひとりのニーズに応じた指導や支援を行う。また、いじめや不登校などの未然防止や早期発見の対

策のため、スクールカウンセラーや医療機関などの関係者と連携した教育相談体制やサポート室の運用の整備を図る。 
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（３）教職員研修の計画的実施 

教員の授業力向上を図るため、年間を通じて計画的な教員研修を行い、教務部を中心に、ベテラン教員と経験の少ない教員とが互いに教え合い学

び合う環境をつくるとともに、校内や校外における研究授業への参加機会を確保する。 

また、質の高い教職員集団の維持向上を図るため、本校の喫緊の教育課題に応じて計画的、継続的な教職員研修を実施する。その際、外部教育機関

とも連携を図りながら、経験年数に応じたより実践的で効率的なものとなるよう工夫する。 

（４）働き方改革の推進 

昨年度も前年から導入したグループウェアの活用により、業務の精選と効率化を図ることができた。今年度もさらに活用範囲を拡大し、ペーパーレ

ス化、会議の短縮化などを推し進めていく。 

また、統合による教職員の人員縮小の影響を鑑み、校務分掌の統合を実施。併せて、校内の ICT 環境の整備をさらに進めることで、一層の業務のシ

ステム化を図って行く。 

  

５.新校 生徒募集活動の強化 

新校 2 年目となる令和 5 年度の生徒募集については、教育方針や学びの特色をしっかりと訴求することにより、定員確保に向けて、新校と力を合

わせ、教職員一同募集活動に取り組んでいく。 

 

Ⅲ．本年度の取組内容及び自己評価  

評価指標：※は学校評価アンケートでの肯定的評価 A+Bの割合 

自己評価：◎目標以上（70％以上）  〇ほぼ目標どおり（60％～）  △目標に達していない（20％～）  ×全く取り組めていない(20％未満) 

中期的目標 

今年度の重点目標 
具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１．基礎学力の定着と生徒の習熟度に

応じた学力向上対策 

（１）学習習慣の定着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）習熟度別授業と個別指導の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）探究型授業の普及 

 

 

 

 

(1)①「キャリア手帳」や「スタディサプ

リ」「ロイロノート」の活用を促進

する。 

 

②リモートでの学習環境を整える。 

 

 

 

③補習・講習の充実をはかり、一人

一人に丁寧な指導を行う。 

 

 

④チューター制度や図書室などの

自習スペースの利用促進などに

より、すべての生徒に学習習慣

が身につくように環境整備を行

う。 

(2)①英語、数学の２教科で習熟度別

授業を実施する。 

 

②進路に応じた小論文指導、成績

不振者の個別指導の充実を図

る。 

 

 

 

(3))①「総合的な探究の時間」に

は学年ごとにテーマを決め

て探究型授業を行う。高校

卒業までの３カ年の学習指

導計画を策定し、すべての教

科において探究型の授業が

実施できるよう授業研究を

進める。 

②ＩＣＴを活用した授業が展開でき

るよう、ＡＬ教室やＩＣＴ機器の環

境整備を行う。 

 

 

(1)①「スタディサプリ・ロイロノートは  

役立っている。」 

（※生徒・保護者・教員の肯定的 

評価 70％以上） 

②「学校にはオンライン学習等の配 

信環境が整っている。」 

（※生徒・保護者・教員の肯定的 

評価 70％以上） 

③「授業以外でも講習・補習や個別

指導を熱心に行っている」 

(※教員の肯定的評価７０% 

  以上) 

④「チューター制度など放課後に学

習する環境が整っている」  

(※生徒・教員ともに肯定的評価 

70%以上) 

 

(2)①「授業がわかりやすい」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

 評価 70%以上) 

②「質問しやすく熱心に教えてくれる」

（※生徒の肯定的評価 70%以上) 

②-2「学力は着実に伸びている」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的評

価 70%以上) 

 

(3)①「学力向上に力を入れている」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

  評価 70%以上) 

  ①-2「学校は、特色ある教育活動 

      を行っている。」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

  評価 70%以上) 

 

②「ＩＣＴ機器が充実しており、授業で

活 

用されている。」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

  評価 70%以上) 

 

 

 

(1)①生徒 75.6%、保護者 77.3%、 

教員 88.5％(◎) 

 

 

②生徒 82.0%、保護者 84.4%、 

教員 92.3％(◎) 

 

 

③教員 100.0％(◎) 

 

 

 

④生徒 79.4%、教員 92.3％(◎) 

 

 

 

 

(2)①生徒 67.8%、保護者 73.1%、 

教員 96.2％(〇) 

 

②生徒 77.8% (◎) 

 

②-2生徒 60.1%、保護者 67.9%、 

教員 69.2％(〇) 

 

 

(3)①生徒 64.3%、保護者 76.0%、 

教員 88.5％ (〇) 

 

①-2生徒 83.6%、保護者 86.4%、 

教員 100.0％(◎) 

 

 

 

②生徒 74.0%、保護者 77.3%、 

教員 96.2％(◎) 
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２．進路実現に向けた組織的な進路指

導の取り組み 

（１）女子キャリア進学を見据えた受験

指導の徹底 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）併設大学への進学安定化のため

の高大連携プログラムの充実 

 

 

(1)①難関大学・学部への進学を希望

する生徒に対する組織的な受験指

導を徹底して行い、進学実績を伸

ばす。 

 

 

②それぞれの進路先に応じた職場体

験実習や大学見学ツアーを実施す

る。 

 

③ヒロインセミナーを通年で実施す

る。 

 

 

(2)①総合進学コース２年生を対

象とした後期の大学連携授業に

て、早期に併設大学の授業内容

等を理解させることにより、３年

次での垂直連携授業での講座

選択を円滑にするとともに、内

部進学の際の適切な学部選択

に役立てる。 

②幼児保育に関しては、短期大学

部と幼稚園との三者による連携

協定を基に、短大とは、より一層

専門的な学習や学生とのコラボ

したイベントの開催、こども園と

は幼児とのふれあいや保育士と

の懇談会などの行事を通し、幼

児保育コースの充実と短期大学

部への進学率アップにつなげる。 

③大学･短大の学部、学科、コース、ク

ラブとの連携強化を図り、円滑な

内部進学につながるよう、担当者

同士の連絡を密にする。 

 

 

(1)①「学校は、進路指導をしっかりし

てくれる。」 

(※生徒・保護者・教員ともに肯定

的評価 70%以上) 

①-2「進学実績は上がっている。」

(※教員の肯定的評価 70%以上) 

②コロナ禍の影響で幼児保育進学

コースの職場体験のみを実施。

全コース実施とならなかったた

め、評価せず。 

③「ヒロインセミナーは有意義なも

のになっている。」 

(※生徒・教員ともに肯定的評価

70%以上) 

(2)①内部進学者数を卒業生の

30%以上。 

 

 

 

 

 

 

②幼児保育進学コースから幼児保

育学科への内部進学者数 80％

以上 

 

 

 

 

 

 

③「併設大学との連携体制が整い、

指導が行われている」 

(※コロナ禍の影響で総合進学、幼

児保育進学両コースの高大連携

のみ行われ、クラブ連携は実施

できなかった 

（※教員の肯定的評価 70%以

上) 

 

 

(1)①生徒７8.５%、保護者 8２.５%、 

教員 9６.２％(◎) 

 

 

①-2教員８４.６%(◎) 

 

 

 

 

 

  ③生徒 68.8%、教員 76.9%(〇) 

 

 

 

(2)①内部進学者数４７名／１２９名 

内部進学率 36.4％(◎) 

 

 

 

 

 

 

②22名／26名 84.6％ （◎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③教員 88.5％ （◎） 
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３．グローバルマインド育成のための

取り組み強化 

（１）「小笠原流礼法」授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）異文化交流プログラムの取り組

み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）クラブ活動のさらなる活性化 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域貢献活動の推進 

  

 

 

 

(1)①小笠原流礼法を授業に取り入

れ、人に対する思いやりの心と感

謝の気持ちを育む教育を継続す

る。 

②遅刻の防止、挨拶の励行、清掃活 

動の徹底などにより、「凛とした

美しい人づくり」をより強化す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)①可能な限り、海外研修・留学

の取組みは模索していく。修

学旅行は普通科ハワイ、国際

科オーストラリア語学研修を３

月に予定。 

 

②生徒たちが異文化体験や理解を

深められるよう、海外のイベント・

風習を取り入れた形での行事や

オンラインでの取組みなどを企

画していく。 

(3)①学園並びに学校の部活動方針

の策定に伴い、各部がより計画

的で効率的な練習を立てて活動

を行う。 

②クラブ加入率を上げる。 

 

 

 

(4) 地元幼稚園、小・中学校や特別

支援学校との連携、地域清掃活動、

献血や交通安全など地域行事への

積極的な参加、病院や福祉施設等

への出前演奏など地域におけるボ

ランティア活動を推進する。 

 

 

 

(1)①「礼法の授業は役立っている」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

  評価 70%以上) 

 

②「先生は間違った行動を正しく

指導してくれる」 

(※生徒･保護者の肯定的評価 

70% 

以上) 

②-2「マナーやルールを守ること 

が身に付いたと思う」 

(※生徒･保護者の肯定的評価 

70%以上) 

②-3「命の大切さや人権の大切 

さを学ぶ機会がある」 

(※生徒･保護者の肯定的評価

70%以上) 

(2)① コロナ禍の影響で修学旅行を

普通科は国内に変更。国際科は行

き先を豪州に変更して実施。また、

ベトナムボランティアツアーも実施

となった。しかし、実施時期がアン

ケート調査後のため評価せず。 

 ②「異文化を学んだり体験したりす

る機会がある」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

評価 70%以上) 

 

(3)①「生徒会活動やクラブ活動が活 

発である」 

(※生徒･保護者・教員の肯定的 

評価 70%以上) 

②クラブ加入率６0％以上。全国 

大会出場 2部以上。 

 

 

(4) コロナ禍の影響で実施できなか

った内容も多いが、看護進学コー

スが国際高校の看護コースと献血

運動に参加、幼児保育進学コース

が滝井ふれあい祭りを開催、吹奏

楽部が地域の学校や病院、地元の

お祭り等で演奏や運営でボランテ

ィアを行った。 

 

 

(1)①生徒 84.6%、保護者 89.6%、 

教員９２.3％(◎) 

 

 

②生徒 82.6%、保護者 84.7%、 

教員 92.3％(◎) 

 

 

 

②-2生徒 8４.９%、保護者 8６.7%、 

教員 8０.８％(◎) 

 

 

②-3生徒 78.8%、保護者 86.7%、 

(◎) 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 ②生徒 6２.１%、保護者７１．８%、 

教員 50.0%（△） 

 

 

 

(3)①生徒 81.7%、保護者 84.4%、 

教員 69.2％(〇) 

 

 

②クラブ加入者 187名 

クラブ加入率全校 58.4％（△） 

 フェンシング部、軽音楽部・吹奏楽部 

全国大会出場。(◎) 

(４)コロナ禍の中、可能な活動に取り組ん

だ。(◎) 
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４．将来ビジョンを踏まえた組織的な

学校運営 

（１）経営計画に基づく教職員の意識改

革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）配慮を要する生徒への指導の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）教職員研修の計画的実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）働き方改革の推進 

 

 

(1)①新中高整備を見据えて、 

打ち出された基本戦略プラン

「VISION100」の下、準備作業を

進めるとともに、全教職員が現状と

課題を共通理解し、その課題解決に

向けた改革に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 (2)①特別支援委員会を中心に個別

の教育支援計画及び個別の指導

計画の作成と活用を推進し、一

人ひとりのニーズに応じた指導

や支援を行う。 

②いじめや不登校などの未然防

止や早期発見の対策のため、ス

クールカウンセラーや医療機関

などの関係者と連携した教育

相談体制の整備を図る。 

 

 

(3)①年間を通じて計画的な教員研修

を行い、教務部を中心に、ベテラ

ン教員と経験の少ない教員とが

互いに教え合い学び合う環境を

つくるとともに、校内や校外にお

ける研究授業への参加機会を確

保する。 

 

 

 

②本校の喫緊の教育課題に応じて

計画的、継続的な教職員研修を実

施する。 

 

(4) 昨年度も前年から導入したグ

ループウェアの活用により、業務

の精選と効率化を図ることがで

きた。今年度もさらに活用範囲

を拡大し、ペーパーレス化、会議

の短縮化などを推し進めてい

く。また、統合による教職員の人

員縮小の影響を鑑み、校務分掌

の統合を実施。併せて、校内の I

CT 環境の整備をさらに進める

ことで、一層の業務のシステム

化を図って行く。 

 

 

(1)①「学校方針や目標を教職員･学校

関係者が理解して取り組んでい

る」 

①-2「学園や学校の財務状況の必

要事項は報告されている」 

①-3「国際中高に関する必要事項は

報告されている」 

①-4「理事会等における学園運営に

関する必要事項は報告されて

いる」 

(※教員の肯定的評価 70% 

以上) 

(2)①「支援が必要な生徒に対して組

織的に対応している。」 

(※教員の肯定的評価 70% 

以上) 

 

②「学校におけるいじめへの対処

方針や指導計画が明確にされて

いる」 

②-2「いじめの実態把握に努め、 

いじめの早期発見に努めて 

いる」 

(※教員の肯定的評価70%以上) 

(3)①「教科会議で授業内容等を評

価、意見交換を実施している」 

 ①-２校外研修への参加者数 

                       80%以上 

①-3「研修等に参加した成果を他教 

員に伝えて情報を共有してい

る」 

①-4「初任者等経験の少ない教員

に対する研修が実施されてい

る」 

②「効果的な校内研修計画を立案し教

員に実施している」 

 (※①②教員の肯定的評価 70% 

以上) 

(４)①グループウェアや勤務記録簿な

どの更新 

 

 

②計画年休 5日の取得率 100％ 

③パソコン、タブレット端末の利用

などによるＩＣＴ化による業務の効

率化の推進。 

 

 

(1)①教員 88.5％(◎) 

   

 

①-2教員 76.9％（◎） 

 

①-3教員 61.5％（〇） 

 

①-4教員 65.4％（〇） 

 

 

 

 

(2)①教員 92.3％(◎) 

 

 

 

 

②教員 92.3％（◎） 

 

 

②-2教員 84.6％（◎） 

 

 

 

(3)①教員 76.9%（◎） 

 

①-2 校外研修参加者数  

１７名/２６名（６５．４%）（〇） 

①-3教員 53.8%（△） 

 

 

①-4教員 65.4％（○） 

 

 

②教員 73.1%(◎) 

 

 

 

(４) ①グループウェア等の更新によ

り、各種紙ベース申請の電子化のさ

らなる実現、時間調整等の業務効率

化の実現(◎) 

②教員 100％取得予定 （◎）  

③運営委員会・職員会議におけるペ

ーパーレス会議の実施及び伝達事

項のグループウェアを国際中高と

連携。生徒の健康チェックをロイ

ロノートで実施。 （◎） 

５.新中高 生徒募集活動の強化 新校 2 年目となる令和 5 年度の

生徒募集については、教育方針や

学びの特色をしっかりと訴求する

ことにより、定員確保に向けて、

新校と力を合わせ、教職員一同募

集活動に取り組んでいく。 

定員確保 国際中学校 

 Ⅰ類７０名(定員６０) 

Ⅱ類３２名(定員３０) 

          +１２名 定員超過(◎) 

国際高等学校 

 専願合格者 １５８名 

 併願合格者 ６０３名 

昨年度と同じ併願戻り率との前提で 

 入学見込者２６５名(定員３０５名) 

     ▲４０名 定員割れの見込（×） 
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Ⅳ自己評価アンケートの結果と分析 

【質問項目】 

【結果】 

 資料 令和４年度 学校評価アンケート集計表 

①－１：全校生徒結果    ①－２：２年生徒結果(科・コース別)   ①－３：２年生徒結果(クラス別)  ①－４：３年生徒結果(科・コース別) 

①－５：３年生徒結果(クラス別) 

 ②－１：全校保護者結果    ②－２：２年保護者結果(科・コース別)   ②－３：２年保護者結果(クラス別) ②－４：３年保護者結果(科・コース別) 

 ②－５：３年保護者結果(クラス別) 

 ③：教員結果 

 

【分析】 

１．実施状況 

対 象 対象者数 回収数 回収率 調査期間 備考 

生徒 全校 ３２０ ３１１ ９７．２％ 令和５年１月１０日 資料①－１ 

保護者 全校 ３２０ ３０８ ９６．３％ 令和４年１２月２３日～令和５年１月１０日 資料②－１ 

生徒 ２年生 １９１ １８５ ９６．９％ 令和５年１月１０日 資料①－２・３ 

保護者 ２年年 １９１ １８８ ９８．４％ 令和４年１２月２３日～令和５年１月１０日 資料②－２・３ 

生徒 ３年生 １２９ １２６ ９７．７％ 令和５年１月１０日 資料①－４・５ 

保護者 ３年年 １２９ １２０ ９３．０％ 令和４年１２月２３日～令和５年１月１０日 資料②－４・５ 

教職員 常勤  ２６ ２６ １００％ 令和５年１月１６日～１９日 資料③ 

 

２．質問項目 

 前年度の調査より以下の項目を変更した。 

① 変更項目 

＜生徒・保護者共通＞ 

 ●先生は、よく相談に乗ってくれる。 ⇒ 教員は相談しやすく、相談するとしっかりと対応してくれる。 

  変更理由：昨年度までの質問では「相談をしようと思ったことがない」「相談をしたことがない」生徒は答えにくいとの意見があったため。 

 ＜教員＞ 

  ●積極的に新校に対する募集活動が行われ、定員を充足する努力がされている。 ⇒ 国際中高の募集に積極的に関わり、定員を充足する努力がされてい

る。 

    昨年まで「新校」としていた国際中高が４月に開校したため。 

●新校に関する必要事項は報告されている。 ⇒ 国際中高に関する必要事項は報告されている。 

    昨年まで「新校」としていた国際中高が４月に開校したため。 

② 追加項目 

なし 

  

３．評価項目の推移 

各対象の表は、アンケートの４段階評価の肯定的評価である“そう思う”（Ａ）、“ややそう思う”（Ｂ）の合計が８０％以上を高評価項目（赤字）、否定的評

価である“ややそう思わない”（Ｃ）、“そう思わない”（Ｄ）の合計が４０％以上を低評価項目（青字）として考察した。 

★高評価項目（Ａ＋Ｂが 80％以上）数の推移（過去５年間：カッコ内の数字は質問項目数に対する割合） 

年 度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

生徒 １／２４(4.2%) ７／２３(30.4%) １４／２５(56.0%) １６／２６(61.5%) １０／２６(38.5%) 

保護者 １０／２５(40.0%) １３／２４(54.2%) １５／２６(57.7%) １８／２６(69.2%) １９／２６(73.1%) 

教員 １４／４５(31.1%) １９／４４(43.2%) ２６／４７(55.3%) ３１／４８(64.6%) ３４／４８(70.8%) 

★低評価項目（Ｃ＋Ｄが 40％以上）数の推移（過去５年間：カッコ内の数字は質問項目数に対する割合） 

年 度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和 4年度 

生徒 ９／２４(37.5%) １／２３(４.３%) １／２５(4.0%) ０／２６(0%) ０／２６(0%) 

保護者 １／２５(4.0%) １／２４(4.2%) １／２６(3.8%) ０／２６(0%) ０／２６(0%) 

教員 １５／４５(33.3%) １０／４４(22.7%) ８／４７(17.0%) ５／４８(10.4%) 2／４８(4.1%) 

 

Ⅰ）アンケートの全項目に対する肯定的評価の割合の推移。 

生 徒：令和元年度から続いていた増加傾向から 38.5％と 23%の減少（26項目中 10項目）となった。 

保護者：平成 30年度から続く上昇傾向を継続し、今年度は過去最高の 73.1％（26項目中 19項目）となった。 

教 員：平成 30年度から続く上昇傾向を継続し、今年度は過去最高の 70.8%（48項目中 34項目）となった。 

 

Ⅱ）アンケートの全項目に対する低評価の割合の推移 

生 徒：：令和 2年度に大きく減少し、令和 3年度に０％(26項目中 0項目)となり、令和 4年度も維持している。 

保護者：平成 30年度以から続いた約４％（1項目）から令和３年度に 0%（26項目中０項目）となり、令和 4年度も維持している。 

      教 員：平成 30年度から続く減少傾向が令和 4年度も継続し、令和 4年度は 4.1%(48項目中 2項目)と最小となった。。 

 

Ⅲ）高評価項目と低評価項目 

  ⅰ）共通質問項目における生徒の高評価項目  ※高評価となっている項目を生徒評価の高位順 

（数字は全体に占める高評価の割合。カッコ内の数字は前年度。赤字は、前年度より５ポイント以上アップ、青色は５ポイント以上のダウン） 

家庭には、オンラインでの学習環境が整っている。   生徒：８６.２％（９１％） 保護者：８７.７％（８８％） 教員：－ 

マナーやルールを守ることが身についたと思う。    生徒：８４.９％（８５％） 保護者：８６.７％（８９％） 教員：８０.８％（８２％） 

礼法の授業は役に立っている。                      生徒：８４.６％（８８％） 保護者：８９.６％（９１％） 教員：９２.３％（８２％） 

成績や評価には納得している。                      生徒：８４.６％（８６％） 保護者：９０.３％（９２％） 教員：９２.３％（９３％） 

本校には、特色ある教育がある。           生徒：８３.６％（８３％） 保護者：８６.４％（８９％） 教員：１００ ％（９０％） 

避難訓練など、防災意識を高める機会がある。     生徒：８３.６％（７５％） 保護者：８４.１％（７９％)  教員：８８.５％（８５％） 

先生は、間違った行動を正しく指導してくれる。       生徒：８２.６％（８５％） 保護者：８４.７％（８６％） 教員：９２.３％（８７％） 

学校行事に積極的に参加している。          生徒：８２.３％（８１％） 保護者：８７.０％（８８％） 教員：９６.２％（８２％） 

学校には、オンライン学習等の配信環境が整っている。  生徒：８２.０％（８３％） 保護者：８４.４％（８４％） 教員：９２.３％（９２％） 

生徒会活動やクラブ活動が活発である。        生徒：８１.７％（８３％） 保護者：８４.４％（８３％） 教員：６９.２％（６２％） 

高評価項目の今年度の特徴は、上記(Ⅰ)で触れたように生徒の評価が大きく落ち込んだことである。しかし、１つ１つの項目についての評価は１項目を

除き、低下したとはいえ基本的な傾向は昨年度までと変わっていない。昨年までの傾向と大きく変わった項目は「避難訓練など、防災意識を高める機会が
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ある。」である。昨年までは教員評価だけが高いことが常態化していたが、生徒、保護者ともに大きく評価が高まった。学校として行っている避難訓練は昨

年度とほぼ同様であることを考えると、自然災害の世界的な多発やロシアのウクライナ侵攻に代表される紛争による人的災害など情報を、目にして心に何

か感じるような変化があったのではないかと思う。このこと以外で、ここ２年で気になる点は、生徒の最も評価が高い項目は「家庭のオンライン環境」に

関する項目で、学校に対する評価ではない点である。我が家への評価が学校への評価を上回ることは、心情的には理解できるが学校に対する評価が家庭へ

の評価を上回る学校になりたい。また、学校への評価となる２位以降のポイントは最高で８４.９％であり、昨年度８５％を超える項目が４項目あったこと

を考えると、高評価項目が減っただけではなく、高評価であっても評価としては下がっている。また、保護者の高評価項目の数は最も多かった昨年度より

１つ増えたが、項目ごとのポイントは生徒同様下がっているものも多い。今年度の３年生は、昨年度までと異なりコロナ禍以前の本校を知らない。コロナ

禍での学校運営の道筋が見え、ウィズコロナといわれる学校生活が動き出した今年度、生徒は学校生活の変化に大きな期待を持ったのではないか。現２・

３年生は中学校で経験した制限のない学校生活を基準にそれ以上を期待し、再開された各種行事に取り組んだ。教員は、「コロナ禍の中での再開」であるの

で「以前のようにはできない。生徒も理解している。」と考え生徒のために、コロナ禍で可能なことを最大限に提供した。しかし、制限が減ったとはいえ、

コロナ禍以前の状態になったわけではないため生徒の期待値に届かない部分があったのではないか。このことは、保護者・教員の評価からも伺うことがで

きる。家庭で子どもから学校の様子を聴く保護者は、昨年度と比較して多くの活動ができていることに好感を持ったと思われる。また、教員は多くの行事

が再開されことで、生徒の期待値通りとは行かなくとも「精一杯取り組む生徒の姿」を目の当たりにしていろいろな判断をしている。生徒が持つ「学校生

活への期待値」と「コロナ禍で実施することができる範囲」のギャップが数字として表れているように感じる。 本校最後の年度となる令和５年度は、学

校生活全般で生徒が本当に望んでいることをどう実現するか、また、実現できない時に生徒の満足度が高めるためにどうすれば良いのかを、教員だけでは

なく生徒を巻き込んで考え充実した１年間とするできるようにする必要があると感じる。 

 

  ⅱ）共通質問項目における生徒の低評価項目(低評価が４０％以上の項目)   

     今年度は、昨年度に続いてこの項目に該当するものが０であったが、次の項目が３９．９％と低評価とほぼ同値である。 

    学力は着実に伸びている。           生徒：３９.９％（３３％） 保護者：３２.１％（２８％） 教員：３０.８％（３６％） 

学校の最も大切な役割の１つである「学力伸長」の評価として深刻に受け止め、たとえ残す時間が 1 年であっても、必ず改善しなければならない数字と

全教職員で受け止めたい。学力に関わる項目を見てみると「授業は分かりやすい」６７．８％、「学校は学力向上に力を入れている」６４．３％と評価が７

０％を下回っている。それに対して「成績や評価に納得している。」と答えている生徒は８４．６％と高評価である。「授業は分かりにくい」「学校は学力向

上に力を入れていない」「学力が伸びていない」と感じながらも「評価には納得している」という現状が示す内容を真剣に考え対策を講じなければならない。 

      

  ⅲ）対象別の分析 

   ①生徒 

昨年度、評価が７０％を下回った３項目のうち、「感染症や台風・地震等の危機管理対応がしっかりと行われている」が７６．５％と、8.５ポイント改善

したが、「学力は、着実に伸びている」は６７％から６０.1％、「異文化を学んだり、体験する機会がある」が６６％から６２．１％へと大きく評価を下げ

ている。また、「授業は分かりやすい」「学校は学力向上に力を入れている」「ヒロインセミナーは有意義な物になっている」「滝井高校に入学して良かった」

が７０％を下回った。これらの項目は、「国際を冠する学園として中心に据えるべき内容」「学習指導」「後輩が入学してこない状況での学校生活の活性化の

ための施策」と現状の本校では最も大切にしていることである。コロナ禍の影響があるとはいえ、これらの評価を改善あるいは維持できてない結果を次年

度は改善していきたい。 

コース別の特徴は次のとおりである。 

①特進コースは文系が評価が高く、薬学系が低い。 

②看護コースは全般的に高い評価が出ており、７０％を下回る評価は１項目のみである。 

③総合進学は８０％を超える高評価項目が４項目しかなく、７０％を下回る項目が８項目と非常に多い。 

④幼児保育進学コースは、高評価項目が１９項目と最も多い。 

⑤吹奏楽コースは、「授業は分かりやすい」「学力向上に力を入れている」の評価が驚くほど低い。しかし、同項目の保護者の結果は正反対となって

いる。 

⑥国際科は概ね高い評価となっているが、「学力は着実に伸びている」は全コースで最も低い評価となっている。 

学年別の特徴は次のようになっている。 

①学年全体の評価は、２年生が３年生を上回っている。 

②２年生の「滝井高校に進学して良かった」の評価が全コースで低い。特に、特進コース薬学系は８名中１名の１２．５％と顕著な評価となってい

る。 

コース別の特徴で例年と大きく異なるのは、特進コース薬学系、総合進学コース、吹奏楽コースの低評価である。昨年度の評価は、多少の違いがあった

とはいえここまで低評価になることはなかった。また、特進コース薬学系は２年生に、総合進学コースは２・３年ともに、吹奏楽コースは３年生に顕著な

傾向がある。 

学年別で目に付くことは、「学年進行に合わせて評価が高まる」という長く続いてきた傾向が止まったことである。このことは、「今年度の２年生と３年

生の比較だけではなく、７４期生(今年度３年)、７５期生(今年度２年)の前年度と今年度を比較でも評価を下げていること。」「上昇傾向が止まったのでは

なく、前年度の結果を維持することすらできずに評価が下落していること。」という２つの問題を抱えている。３年生は令和２年度の１年次から２年次で評

価が上昇したが、２年次から３年次で評価を下げている。２年生は１年次と比較して２年次でわずかに評価を落としている。 

すでに指摘した、「学校生活への期待値」と｢コロナ禍で実施することができる範囲｣のギャップと、３年生はこれで高校生活を終えることになる現実を前

にした結果と思われるが、本校最終年である次年度を見据えた時に、今年度の結果を考察し２年生をいかに指導していくのかを学年団と知惠を出していき

たい。 

   ②保護者 

今年度の保護者評価は、今までで最高だった昨年を更に上回る評価となっている。また、評価が７０％を割り込んでいる項目は「子どもの学力は、着実

に伸びている」の１項目（６７．９％）のみである。一見すると大変良い評価だが、生徒評価との乖離が気になる。この保護者評価結果は、家庭で子ども

との会話や学校にお越しになった時の印象、我が子の成績、クラブ活動の様子などから判断された評価である。しかし、生徒評価との乖離がこれだけ大き

い理由が、生徒が保護者に対して自分自身の思いを「伝えることができない」あるいは「伝えていない」のであれば、問題があると感じる。特に、「滝井高

校に入学して良かった」が乖離が全校では１７．５ポイント（生徒６９．８％、保護者８７．３％）、２年生では２０．３ポイント（生徒６４．３％、保護

者８４．６％）、３年生では１３．９ポイント（生徒７７．８％、保護者９１．７％）となっている。評価が高いことは良いことだが、高評価に目を奪われ

るだけではなく、その中に潜む問題に向き合い、改善するための取り組みを行う必要がある。 

 

③教員 

教員の評価は、保護者と同様に右肩上がりの上昇傾向となっている。その結果、保護者以上に生徒評価との乖離が大きい。特に「分かりやすい授業」２

８．４ポイント(生徒６７．８％、教員９６．２％)、「学力向上に力を入れている」２４．２ポイント（生徒６４．３％、教員８８．５％）とまったく異な

る評価になっている。教員の自負と生徒の評価がこれだけ異なっていても、授業を行う教員が「良い授業をしている」と考えている以上、改善は望めない。

「良い授業」と「分かる授業」は対象となる生徒によって異なる。特に本校のように多様なコースを設置する学校では、教員が｢良い｣と考える授業よりも

生徒が「分かる」と感じる授業をコース毎に準備する必要がある。また、生徒に「テストで良い点数を取ること」「高い評価を得ること」は、「真面目に授

業を受ける」「分からないからといって諦めない」ことの結果であることを実感させることも大切ではないだろうか。「分かりやすい授業」とは、「難しい内

容でも、きっと分かるはず！」と思える授業であり、そのために「分かる」という成功体験を体験させ、生徒が｢諦めずに授業で理解しよう｣と思えるよう

に、授業中の到達度評価や励ましなどの声かけを工夫し生徒の気持ちを授業に向ける取り組みを行いたい。。 

また、生徒と教員の評価が一致していることが問題となる部分もある。「学力が着実に伸びている」の結果は、生徒 60.1％、教員６９．２％、「異文化体

験」に関する項目では、生徒６２．１％、教員５０．０％と高いとはいえない評価となっている。この傾向はここ数年続いているが、「学力が伸びていない」

とお互いが認識しているにもかかわらず改善されていない、コロナ禍 3 年目になっても「異文化体験」が改善されていない状況は、改善する意思がないよ

うに受け取られても仕方がない結果である。この結果の原因は、先程の乖離が大きい項目と同じような根っこを持っていると感じる。教員、生徒双方が意
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識を変えながらこれらの項目の評価を高めるために、新しい方法を模索し、生徒と改善を目指せる関係性を構築していくことも大切と思う。 

   教員のみに関わる項目では、「研修」「目標管理制度」「国際中高に関する情報」「学園全体に関わる報告事項」に関わる評価が低評価となっている。た

だ、「国際中高に関する情報」「学園全体に関わる報告事項」は昨年が開校前年度ということもあり、滝井高校でも細かくその準備状況や進捗状況について

報告されていたことから、今年はその反動が出ている傾向がある。しかしながら、募集活動は協働で行っており、教員自らアンテナを張り、国際中高の情

報を得る努力をするべきである。 

 

４．総括 

ここまで集計結果から見えることやそこから感じること考えたことを書いてきたが、生徒の学年進行に伴う評価傾向に前年度までと違う部分がある以外

は、本校の課題はここ数年変わっていない。あと 1 年で統合が完了し滝井キャンパスがなくなることを考えると、次の１年で可能な限り課題を改善してい

きたい。課題の難易度には大きな差があり、早い段階で改善が見込める課題もあれば、もしかすると１年では改善できない課題もあると思う。しかし、改

善が難しい課題であっても、教員の意識を揃え、生徒に伝えられる課題は生徒と共有して９０有余年の歴史で最高の状態で令和５年度を終えたいと思う。

最後まで改善に向かう気持ちを胸に決して諦めずに前進すれば、最後の生徒である７５期生、教職員、学園関係者、卒業生、元教員など本校と関わる全て

の方々が晴れ晴れとした気持ちで滝井の幕を下ろし、国際中高へと引き継いでいけるはずである。 

 

５．学校関係者評価委員会学外委員のご意見 

  【学外評価委員】 

   千 石 仮名江 様（守口市立第一中学校校長）         中 村 昌 子 様（大阪国際大学 特任教授） 

渡 部   智 様（大阪国際学園監事）            時 國 和 親 様（馬場町２丁目町内会会長）  

水 嶋 忠 雄 様（大阪国際滝井高等学校後援会会長）     堤   千 春 様（大阪国際滝井高等学校同窓会 撫子会会長） 

 

コロナウイルス感染症による影響で、昨年に続き学校関係者評価委員の開催を見送ったが、下記のご意見をいただいた。（3/19現在） 

 

 〇評価の数値に左右されず、アンケート結果に真摯に向き合い、厳しい分析がなされていると感じました。 

〇後輩がいないことが影響しているのか、アンケート結果からは、少し元気が減っているように見受けられました。分析の中にありました、「後輩が入学して 

こない状況での学校生活の活性化のための施策」の推進が、今後、より大切になっていくのであろうと考えられます。 

〇生徒には、滝井高校がこれまで積み上げてきた伝統を受け継いで、自信と誇りをもって卒業していってほしいと思います。 

 〇肯定的定的評価となった質問項目の割合が 38.5％だったことがとても気になりました。コロナ禍であっても徐々に制限か緩和され、いろいろな行事や活動 

が形を変えてであれ実施されたことを考えると肯定的評価がもう少し多くてもいいのにと思います。中学生は今まで制限されていた活動ができたことだけ 

で満足してくれている節があり、本校の学校アンケートの肯定的評価が上がった項目が非常に多かったことと比べると、大人に近い高校生の感じ方、捉え 

方が非常にシビアであることがうかがえ「学校生活への期待値」が大きかったのだとわかりますし、「実施できる範囲」とのギャップの大きさをより感じて 

いたという分析は適切であると思いました。 

〇特に目を引いたのは、「吹奏楽コース」での「授業はわかりやすい」「学力向上に力を入れている」の評価が驚くほど低いというところです。入学した時点 

でどれだけの力を持っていたのかと考えると、送り出す中学校側の問題でもあるかと思いました。中学校での評価のつけ方が、大阪府のチャレンジテスト 

の結果から導き出す基準に合うようにつける方法となり、しかも年々基準が上がっている状況です。実力と評価が釣り合っていない生徒が出ている現状も 

見られ、推薦で進学できることは生徒にとっては非常にうれしいことですが、進学してから高校の学習について行けるのかという心配をはらんでおり、中 

学校側としてはこれでよいのかと進路担当者の中で議論となっているところです。入試時の評定の基準を見直されることも必要かもしれません。 

〇全体的にとても高評価になっており、めざす学校像や目標に向けての取り組みが浸透していると感じました。 

〇残り１年ということで大変難しいとは思いますが、今まで以上に子どもたちのために教職員の皆様が一丸となって、最高の形で滝井キャンパスの幕を下ろ 

すことができるようになればと考えます。 

〇資料を拝見いたしましたが細かいところまでチェックしておられ感心しました。 

〇｢授業がわかりやすい｣｢学力向上に力を入れている｣が先生と生徒で捉え方が違うことが気になります。 

〇全体的に生徒、保護者から高評価であることを嬉しく感じます。 

 


